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第⼀部報告
第186回総会
2022年12⽉8⽇、21⽇

第⼀部役員
部 ⻑：橋本伸也
副部⻑：溝端佐登史
幹 事：⽇⽐⾕潤⼦
幹 事：吉⽥ ⽂

第⼀部の組織
分野別委員会（10）・分科会（79）
分野別委員会 分科会数

⾔語・⽂学委員会 4
哲学委員会 5
⼼理学・教育学委員会 13
社会学委員会 9
史学委員会 10
地域研究委員会 9
法学委員会 9
政治学委員会 5
経済学委員会 6
経営学委員会 5
第⼀部直接統括 ４
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第⼀部の運営体制
• 部会：年3回を予定
• 役員打ち合わせ：随時
• 拡⼤役員会：部会の間に1-2回、必要に応じて開催（部役員+分
野別委員⻑）

• 第⼀部が直接統括する分科会
①国際協⼒分科会
②⼈⽂・社会科学の役割とその振興に関する分科会
③⼈⽂・社会科学基礎データ分科会
④総合ジェンダー分科会

第25期の⽅針（第⼆回部会［４⽉21-22⽇］で確認）

① 会員任命問題の解決をめざして四役、幹事会、第⼆部、第三
部との強固な連携のもとで粘り強い働きかけを継続します。

② 改正科学技術・イノベーション基本法、第6期基本計画のもと
での⼈⽂・社会科学の振興策についての審議・具体化を進め
ます。

③ 「⽇本学術会議のより良い役割発揮」をめぐる議論について、
部の特性を⽣かしながら積極的に参画します。

④ 部における分野別委員会・分科会体制及び科学的助⾔活動の
あり⽅についての検討を進めます。
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４⽉総会以降の活動（⾻⼦）
会員任命問題への取り組み：部役員が幹事会等において必要な
取り組みに参画、当事者への対応

「意思の表出」に向けた体制構築（部及び分野別委員会におけ
る査読体制）と実⾏

多彩なシンポジウム等の開催（2022年4-2022年12⽉に学術
フォーラム2件、公開シンポジウム16件）

夏季部会について

基本的考え⽅：①新たな「意思の表出」の仕組みを踏まえた分野別
委員会の抜本的な機能強化、②部における査読等の体制の再構築
11⽉末時点での「意思の表出」申し出の現況：合計21件
申出書提出までの⼿順：分科会等から分野別委員会へ申し出→分野
部委員会による意⾒作成→分野別委員会から分科会へ意⾒の伝達→
分科会等による申出書の修正→分科会等から事務局（第⼀部担当）
を通じて第⼀部へ申し出→部役員による意⾒の作成→部から事務局
を通じて分科会及び分野別委員会へ伝達
部による意⾒作成上の観点：過去の関連する提⾔等との関連、分科
会・分野別委員会の枠を超えた課題の共有の可能性、連絡会議等学
術会議内の諸組織への貢献可能性、名宛⼈の明確化、ステークホル
ダーとの対話の広がりなど

「意思の表出」に向けた第⼀部内の体制構築と実⾏
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学術フォーラム・公開シンポジウムの事例から

学術フォーラム
「地球規模のリスクに⽴ち向かう地域研究 ウクライナ危機に多⾓
的に迫る」（12⽉10⽇予定）
「コロナ禍を共に⽣きる#8 コロナパンデミックが顕在化させた
「働くこと」の諸課題は⼈⼝問題にどう影響するか？」（9⽉2⽇）
公開シンポジウム（16件）

ウクライナ戦争関連（２件）、各委員会・分科会の特質に応じた
多彩な企画

夏季部会（8⽉22⽇）について

会員任命問題について
⽇本学術会議のあり⽅について
ウクライナ戦争によって⽇本のアカデミアに提起された諸問題に
ついて
役員の交代：⼩林傳司幹事→吉⽥⽂幹事（10⽉1⽇付け）
その他

4



1

第二部活動報告
令和４（2022）年４月～令和４（2022）年11月

第二部役員
部 長：武田 洋幸
副部長：丹下 健
幹 事：尾崎 紀夫
幹 事：神田 玲子

分野別委員会 委員長 分科会数

部附置分科会 ※２ 3（＋小委員会１）

基礎生物学委員会 小林 武彦 15

統合生物学委員会 北島 薫 7

農学委員会 仁科 弘重 14

食料科学委員会 熊谷 日登美 9

基礎医学委員会 松田 道行 11

臨床医学委員会 名越 澄子 14（＋小委員会１）

健康・生活科学委員会 小松 浩子 8

歯学委員会 市川 哲雄 3

薬学委員会 山崎 真巳 7

2

第二部は現会員70名、下記の9委員会※1のもとに91分科会＋2小委員会が設けられており、各分野に特徴ある活発な活動
を展開している。部会は4月総会時および夏季の計2回開催され、役員会は幹事会の開催日に合わせて行われており、部
の運営方針を決定している。

※１ 環境学委員会は分野別委員会ではあるが、融合領域分野として第一部～第三部の会員から構成されているため、
9委員会には含めていない。

※２ 第二部が直接統括する分野別委員会合同分科会として以下を設置。
〇第二部生命科学ジェンダー・ダイバーシティ分科会（委員長：熊谷 日登美） （前期からの継続）
〇第二部大規模感染症予防・制圧体制検討分科会（委員長：秋葉 澄伯） （前期からの継続）

〇着床前診断、特にPGT-Mに関する検討分科会（委員長：藤井 知行）（第322回幹事会承認 令和４年２月24日）

組織及び活動の概要
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第二部会、第二部拡大役員会の開催

3

◇第二部部会：第５回（令和４年４月18日、4月19日）
議題等：会員任命問題、未来の学術振興構想、会員選考方

針について、委員会・分科会等の活動報告等

第６回（令和４年８月20日）
議題等：学術会議をめぐる情勢、26期の会員選考に向けて

分科会等の報告等

◇第二部拡大役員会（第二部役員＋分野別委員会委員長）

第４回（令和４年６月17日）
議題等：補欠の会員候補者の推薦について

第二部が直接統括する分科会 ＃１

 設置目的：生命科学分野の大学・研究機関・学協会におけるジェンダー・ダイバーシティに関わる現状を把握し、
女性研究者、障害を持った研究者や外国人の研究者が活躍できるようにするにはどうすれば良いかについて
検討を行う。

 審議事項：
１．生命科学分野の大学・研究機関・学協会における女性活躍推進のための方策の検討
２．生命科学分野におけるダイバーシティー推進に向けた方策に係る審議に関すること

委員長：熊谷 日登美（第二部会員）

 令和４年５月23日に第５回、11月11日に第６回分科会を開催

連続公開シンポジウム「生命科学分野におけるジェンダー・ダイバーシティ」の内容を取りまとめ、その記録を作成中で
ある。学協会における男女共同参画のあり方に関する検討小委員会を設置し、自然科学系の協力学術団体（約1350団
体）の男女共同参画の実態を調査している。

◆ 第二部生命科学ジェンダー・ダイバーシティ分科会

4
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 設置目的：大規模感染症等を予防・制圧するために必要な体制の整備等についての現実的な提言に向けた検討を行う

 審議事項：国民の健康・福祉の脅威となりうる感染症に関して以下の検討を行う
１．過去および将来の感染症流行による公衆衛生上の危機の検討
２．感染症流行予防に必要な組織とその連携
３．国民の健康・福祉の脅威となりうる感染症流行に迅速・適切に対応するために必要な組織との連携
４．感染症を制圧するために必要な組織とその連携
５．感染症予防・制圧体制に必要な国際連携と協働
６．その他、第二部幹事会が必要と考える感染症流行に関する事項に係る審議に関すること

委員長：秋葉 澄伯（連携会員）

 これまでに19回の分科会を開催
（令和４年4/26、6/21、8/23、11/23）

新型コロナウイルス感染症対策の現場で活動されている方々等に講演していただき、議論を進めている。
意思の表出に向けて準備を進めている。

◆ 第二部大規模感染症予防・制圧体制検討分科会
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第二部が直接統括する分科会 ＃２

 設置目的：着床前診断‐Preimplantation Genetic Testing(PGT)、特にPreimplantation Genetic Testing for Monogenic(PGT‐M:重篤な遺伝
性疾患を対象とした検査)は、遺伝性疾患を有する当事者とその家族の想いを尊重すべきだという意見がある一方、遺伝子による選別、

産み分けなど優生思想、差別にも繫がり得るとの観点から慎重な実施を望む意見も根強いが、現在その規制は日本産婦人科学会の
「見解」による自主規制のみである。技術的進歩により比較的簡便に実施することが可能な状況になっており、またPGT‐Mに対する社

会の考え方も変化している中で、規制の実効性を担保する国の指針等による方向性の明確化を強く求める指摘もある。上記の状況を
踏まえ、この問題について、日本学術会議において、臨床、生命倫理、法学、情報管理を含む委員会を組織し、医学会連合や関連す
る学協会など関係機関との連携の上で審議を進めたい。すなわち、諸外国における規制動向や議論を踏まえつつ、わが国においてさ
らに実効性を担保する規制を行うことの要否やその際の課題などについて検討を行う。

 審議事項：
１．PGT‐M実施に対し、国による規制を加えることの要否
２．PGT‐M実施に何らかの規制を加えるとした場合、規制の作成および運用を、どのような方法で行うのが、もっとも
実効性があり、かつ妥当であるのか。

委員長：藤井 知行（第二部会員）

 令和４年5月30日に第2回、9月7日に第3回、11月7日に第4回分科会を開催
 学術フォーラム「ヒトゲノム編集と着床前遺伝学的検査について考える－新しい医療技術の利用のあり方」を課題別委員会ヒトゲノム

編集技術のガバナンスと基礎研究・臨床応用に関する委員会とともに開催した（2022年11月26日）。
 意思の表出に向けて準備を進めている。

◆ 着床前診断、特にPGT-Mに関する検討分科会

6

第二部が直接統括する分科会 ＃３
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関連学協会との連携
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 学術会議幹事会は、記者会見を毎月開催して社会に対して情報発信するとともに、会員・連携会員や協力学術研究団
体に記者会見内容をメール配信してきた。第二部では、学協会連合体に対して記者会見内容の通知を行ってきた。

第二部が連携している学協会連合

生物科学学会連合、脳科学関連学会連合、一般社団法人日本農学会、公益財団法人農学会、日本医学会連合、
全国公衆衛生関連学協会連絡協議会、一般社団法人日本歯科医学会連合、日本薬学会、水産・海洋科学研究連絡協議会

 第二部が中心となって新型コロナウイルス感染症に関する学術フォーラムをシリーズで開催することを第二部役員会で
決定し、日本医学会連合と共同で開催した。

学術フォーラム
・「コロナ禍を共に生きる#7 新型コロナウイルス感染症のレジストリ研究の現状と今後の方向性 医療情報の収集と活用による対
策について」 令和４年５月28日（土）
・「コロナ禍を共に生きる#8 コロナパンデミックが顕在化させた「働くこと」の諸課題は人口問題にどう影響するか？」
令和４年９月２日（金）

第二部においては、令和４年４月から令和４年11月の期間中、31件の公開シンポジウム等を開催した。

シンポジウム等（開催済） ＃１ （令和４年４月～令和４年11月）
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開催日 名 称 開催場所 委員会・分科会

令和４年
4月23日（土）

口腔に関連した新型コロナ感染症の諸問題 福岡国際会議場 歯学委員会

5月5日（木）
中等教育からはじめよう！ジェンダー平等 ―誰一人取り残さない、
誰もが暮らしやすい社会の実現をめざして―

オンライン開催

総合ジェンダー分科会、生命科学ジェン
ダー・ダイバーシティ分科会、理工学ジェ
ンダー・ダイバーシティ分科会、科学者委
員会男女共同参画分科会

5月21日（土） ポストコロナ時代に求められる看護系人材 オンライン開催
健康・生活科学委員会、健康・生活科学
委員会看護学分科会

5月28日（土）
コロナ禍を共に生きる#7 新型コロナウイルス感染症のレジストリ研究
の現状と今後の方向性 医療情報の収集と活用による対策について

オンライン開催 日本学術会議

6月11日（土）
栄養と栄養補助食品に関する公益社団法人日本栄養・食糧学会、韓
国食品栄養科学会、日本学術会議合同シンポジウム

武庫川女子大学/オン

ライン開催
食料科学委員会・農学委員会・健康・生
活科学委員会合同IUNS分科会

7月7日（木） 地球の未来を切り拓く―育種学の役割― オンライン開催 農学委員会育種学分科会

7月23日（土） 運動器疼痛に対する本邦の診療研究体制整備 オンライン開催 臨床医学委員会慢性疼痛分科会

7月23日（土）
事故による子どもの傷害を予防する－子ども中心の新たな予防シス
テムの構築へ

オンライン開催

臨床医学委員会・心理学・教育学委員
会・健康・生活科学委員会・環境学委員
会・土木工学・建築学委員会合同子ども
の成育環境分科会

7月30日（土）
高齢者の健康・生活の視点から新型コロナ感染症対策に求められる
老年学の役割と発揮

オンライン開催
健康・生活科学委員会高齢者の健康分
科会、臨床医学委員会老化分科会

8月5日（金） 地球の未来を切り拓く―育種学の役割―（第２回） オンライン開催 農学委員会育種学分科会

8



シンポジウム等（開催済） ＃２ （令和４年４月～令和４年11月）
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開催日 名 称 開催場所 委員会・分科会

8月18日（木） 微生物や微生物菌叢への革新的機能付与・機能制御の新展開 オンライン開催
食料科学委員会・農学委員会合同農芸
化学分科会

8月27日（土） 神経科学領域の倫理的課題 オンライン開催

基礎医学委員会神経科学分科会、基礎
医学委員会・臨床医学委員会合同アディ
クション分科会、臨床医学委員会脳とこ
ころ分科会、移植・再生医療分科会

9月1日（木） 地球の未来を切り拓く―育種学の役割―（第３回） オンライン開催 農学委員会育種学分科会

9月2日（金）
学術フォーラム
コロナ禍を共に生きる#8 コロナパンデミックが顕在化させた「働くこ
と」の諸課題は人口問題にどう影響するか？

オンライン開催 日本学術会議

9月3日（土） 法獣医学の世界 オンライン開催
食料科学委員会・農学委員会合同食の
安全分科会、食料科学委員会獣医学分
科会

9月17日（土） 口腔と全身のネットワーク～脈管系から生命現象を理解する～
徳島大学・大塚講堂大
ホール

歯学委員会基礎系歯学分科会

9月25日（日）
DNA親子鑑定の実用化がもたらす家族観のゆらぎと法的・社会的課

題
オンライン開催 臨床医学委員会臨床ゲノム医学分科会

9月29日（木） 東南アジアのアブラヤシ農園の持続的開発の問題点と課題 オンライン開催
農学委員会農業生産環境工学分科会、
環境学委員会環境科学分科会

10月1日（土） 患者と医療者が協創するがん医療を目指して
パシフィコ横浜・会議セ
ンター5階「503」（第14
会場）＋WEB配信

臨床医学委員会腫瘍分科会

10月8日（土） 食の安全と社会:科学者の社会への伝え方 オンライン開催
食料科学委員会・農学委員会合同食の
安全分科会、食料科学委員会獣医学分
科会

シンポジウム等（開催済） ＃３ （令和４年４月～令和４年11月）

10

開催日 名 称 開催場所 委員会・分科会

11月12日（土） 動物のワクチン～家畜を中心に～ オンライン開催
食料科学委員会・農学委員会合同食の
安全分科会、食料科学委員会獣医学分
科会

11月15日（火） 異なるモダリティを統合するバイオ計測の最前線と展望
日本学術会議講堂（東
京都港区六本木7-22-
34）（ハイブリッド開催）

基礎生物学委員会・統合生物学委員会
合同生物物理学分科会、基礎生物学委
員会・統合生物学委員会・農学委員会・
基礎医学委員会・薬学委員会・情報学委
員会合同バイオインフォマティクス分科
会、オープンサイエンスを推進するデータ
基盤とその利活用に関する検討委員会、
基礎生物学委員会・統合生物学委員会
合同IUPAB分科会

11月15日(火) 施設園芸のグリーン化に向けた課題と展望 オンライン開催
農学委員会農業生産環境工学分科会、
食料科学委員会・農学委員会合同農業
情報システム学分科会

11月19日 （土）
東日本大震災に係る食料問題フォーラム2022－原子力災害11年の
総括と福島県農林水産業の復興－

双葉町産業交流セン
ター（福島県双葉郡双
葉町中野高田１番地
１）（ハイブリッド開催）

農学委員会・食料科学委員会合同東日
本大震災に係る食料問題分科会

11月19日 （土） 人類学者と語る人間の「ちがい」と差別 オンライン開催
統合生物学委員会自然人類学分科会、
地域研究委員会文化人類学分科会、地
域研究委員会多文化共生分科会

11月20日（日） 気候変動時代における市町村による新たな森林管理とゾーニング オンライン開催 農学委員会林学分科会

11月21日（月） 新興医療評価技術の適格性認定システムの構築とその課題

東京大学医科学研究
所 講 堂 (1 号 館 1 階 )
Webinarによるハイブ
リッド開催

薬学委員会・ 政治学委員会・基礎医学
委員会・総合工学委員会・機械工学委員
会・材料工学委員会合同先端医療技術
の社会実装ガバナンスの課題検討分科
会

11月25日（金） 水産からカーボンニュートラルの未来を展望する オンライン開催 食料科学委員会水産学分科会

11月26日（土） 21世紀の新しい人材育成に向け薬学教育はどこへ向かうのか？ オンライン開催
薬学委員会化学・物理系薬学分科会、薬
学教育分科会

9



シンポジウム等（開催済） ＃４ （令和４年４月～令和４年11月）

11

開催日 名 称 開催場所 委員会・分科会

11月26日（土）
学術フォーラム
ヒトゲノム編集と着床前遺伝学的検査について考える －新しい医療
技術の利用のあり方

オンライン開催 日本学術会議

11月29日（火） 植物科学からサステイナブルな農業生産・ものづくりへ オンライン開催

食料科学委員会・農学委員会合同農芸
化学分科会、日本学術会議基礎生物学
委員会・統合生物学委員会合同植物科
学分科会

10



第三部報告

令和４年４月～１１月

部長 吉村 忍
副部長 米田 雅子
幹事 沖 大幹
幹事 北川 尚美

第18６回日本学術会議総会（令和４年１２月８日）

第三部部会 4/18,19（前々回総会中）,  8/16,17（夏季部会）
第三部拡大役員会 5/25,  *6/29,  7/27,  9/28, 10/24, 11/28

* 分野別委員会委員長も参加

1

１．第三部における分野別委員会

委員長 副委員長

環境学委員会＊ 浅見 真理 池邊 このみ
数理科学委員会 小澤 徹 齋藤 政彦
物理学委員会 野尻 美保子 腰原 伸也
地球惑星科学委員会 田近 英一 佐竹 健治
情報学委員会 相澤 清晴 谷口 倫一郎
化学委員会 茶谷 直人 北川 尚美
総合工学委員会 小山田 耕二 玉田 薫
機械工学委員会 大島 まり 金子 真
電気電子工学委員会 中野 義昭 中川 聡子
土木工学・建築学委員会 小林 潔司 田辺 新一
材料工学委員会 山口 周 乾 晴行

2

＊第一部～第三部合同

11分野別委員会のもとに80分科会が設置され活動

11



3

１．第三部の附置分科会

理工学ジェンダー・ダイバーシティ分科会
委員長 野尻 美保子
副委員長 伊藤 貴之

参考 第25期の第三部も深く関わる課題別委員会

「防災減災学術連携委員会」

「自動運転の社会実装と次世代モビリティによる社会デザイン検討委員会」

「オープンサイエンスを推進するデータ基盤とその利活用に関する検討委員会」

「学術情報のデジタルトランスフォーメーションを推進する学術情報の基盤形成に関
する検討委員会」

「フューチャー・アースの推進と連携に関する委員会」

「我が国の学術の発展・研究力強化に関する検討委員会」

4

１．第三部の附置分科会

参考 第25期の第三部も深く関わる委員会等連絡会議

「カーボンニュートラル（ネットゼロ）に関する連絡会議」

「パンデミックと社会に関する連絡会議」

「持続可能な発展のための国際基礎科学年2022（IYBSSD2022）連絡会議」

12



5

２．令和４年４月～１１月の活動

（１） 第三部会での議論（4/18,19,  8/16,17）
〇会員選考方針について意見交換
〇2022年度第三部予算執行方針について説明の上、承認
〇会員任命問題について意見交換
〇未来の学術振興構想について説明及び意見交換

意見例・科学技術だけでは社会課題は解決できないので、一緒にやることが望ましい。その
ような観点での提案を出すとよいのではないか。

〇研究力強化について説明及び意見交換
意見例・COE的組織に裁量権を認めて集中的に研究資金を配分するのも一考ではないか
・日本の研究力向上にあたって外国人を排除するのは得策ではないのではないか
・若手支援は重要であるが、過度な集中がより生じやすい可能性もある

〇委員会等の活動報告
〇その他

（２） 拡大役員会での議論（5/25, *6/29, 7/27, 9/28, 
10/24, 11/28      * 分野別委員会委員長も参加）

〇第三部夏季部会について議題及び進行状況確認、意見交換
〇第三部内の予算執行について状況を確認した上で、協力事項を確認
〇臨時総会について意見交換
〇その他

３．学術フォーラム開催

「リスク認知と教育」（R4.5.7)
環境学委員会・健康・生活科学委員会合同環境リスク分科会
【オンライン開催】

「持続可能な社会を創り担うための教育と学習のチャレンジ」（R4.6.5）
フューチャー・アースの推進と連携に関する委員会【オンライン開催】

6

「国難級災害を乗り越えるためのレジリエンス確保のあり方」（R4.7.7）
土木工学・建築学委員会IRDR分科会【オンライン開催】

「国際基礎科学年～持続可能な世界のために」（R4.7.29）
持続可能な発展のための国際基礎科学年2022（IYBSSD2022）連絡会議
【ハイブリッド開催（日本学術会議講堂、オンライン）】
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３．学術フォーラム開催

「安心感への多面的アプローチ」（R4.11.5)
総合工学委員会・機械工学委員会合同工学システムに関する安全・安

心・リスク検討分科会
【オンライン開催】

7

「地球環境課題への挑戦に結びつける超学際研究」（R4.10.9）
フューチャー・アースの推進と連携に関する委員会
【ハイブリッド開催（日本学術会議講堂、オンライン）】

8

４. 公開シンポジウム開催

「自然災害を取り巻く環境はどう変化してきたか」（R4.5.9）
防災減災学術連携委員会【日本学術会議講堂（ハイブリッド開催）】

「2022年国際光デー記念シンポジウム～中堅・若手研究者が語る光科学技術
の未来～」」（R4.5.10）

総合工学委員会ICO分科会【日本学術会議講堂（ハイブリッド開催）】

「チバニアン、学術的意義とその社会的重要性」（R4.5.24）
地球惑星科学委員会IUGS分科会
【日本学術会議講堂（ハイブリッド開催）】

「第34回環境工学連合講演会」（R4.5.31）
土木工学・建築学委員会【日本学術会議講堂（ハイブリッド開催）】

「活動的縁辺域における洋上風力開発に向けて」（R4.6.3）
総合工学委員会エネルギーと科学技術に関する分科会、地球惑星科学
委員会IUGS分科会【日本学術会議講堂（ハイブリッド開催）】
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9

４. 公開シンポジウム開催

分子科学研究所所長招聘会議 「日本の人材育成を考える」（R4.6.7）
化学委員会【岡崎コンファレンスセンター（ハイブリッド開催）】

「医工学シンポジウム2022」（我が国の医工学－現在と未来－）（R4.7.23）
機械工学委員会・基礎医学委員会・電気電子工学委員会・材料工学委
員会合同生体医工学分科会、材料工学委員会バイオマテリアル分科会
【オンライン開催】

「安全工学シンポジウム2022」（R4.6.29～7.1）
総合工学委員会・機械工学委員会合同工学システムに関する安全・安心・
リスク検討分科会【オンライン開催】

「誰もが夢を追求できるアバター共生社会の実現を目指して」（R4.7.26）
情報学委員会ICTの生む諸課題検討分科会【オンライン開催】

10

４. 公開シンポジウム開催

「越境しあうインフラガバナンス－性能とサービスをつなぐ－」（R4.8.10）
土木工学・建築学委員会インフラ高度化分科会
【日本学術会議大会議室（ハイブリッド開催）】

「地球環境の未来を考える～カーボンニュートラルの実現に向けて」（R4.8.16）
第三部、北海道地区会議【北海道大学学術交流会館（ハイブリッド開催）】

「みんなで考えるカーボンニュートラルと化学」（R4.7.30）
化学委員会・総合工学委員会・材料工学委員会合同触媒化学・化学工
学分科会、環境学委員会環境科学分科会
【早稲田大学西早稲田キャンパス63号館2階01・02教室（ハイブリッド開催）】

「沿岸環境の変化と人間活動－10年後を見据えた課題と対応－」（R4.9.23）
地球惑星科学委員会地球・人間圏分科会、地球惑星科学委員会SCOR
分科会【オンライン開催】
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11

４. 公開シンポジウム開催

「日本の物理学研究－過去・現在・未来－」（R4.10.1）
物理学委員会・総合工学委員会合同IUPAP分科会【オンライン開催】

「21世紀前半に発生が確実視される国難級災害を乗り越えるためのレジリエンス
確保のあり方」（R4.10.22）

土木工学・建築学委員会IRDR分科会
【JICA関西2階ブリーフィング室セッションシアター（ハイブリッド開催）】

「国際ガラス年2022記念シンポジウム」（R4.9.30）
化学委員会無機化学分科会、化学委員会材料化学分科会
【日本学術会議講堂（ハイブリッド開催）】

「自然災害を取り巻く環境の変化－防災科学の果たす役割－」（R4.10.22）
防災減災学術連携委員会【日本学術会議講堂（ハイブリッド開催）】

12

４. 公開シンポジウム開催

「私たちの地球はどんな惑星か－科学を混ぜて地球を探る」（R4.11.5）
持続可能な発展のための国際基礎科学年（IYBSSD）連絡会議、地球惑星
科学委員会
【テレコムセンター１階大ステージ（ハイブリッド開催）】

「日本の社会・産業をリードする化学系博士人材とは～産学で取り組む博士人
材育成と、これから博士を目指す学生への期待～」（R4.11.5）

化学委員会、化学委員会企画分科会
【日本学術会議講堂（ハイブリッド開催）】

「カーボンニュートラル化と資源循環に向けた高分子化学のチャレンジ」（R4.11.8）
化学委員会高分子化学分科会【日本学術会議講堂】

「URSI日本生誕100周年記念シンポジウム1922-2022ー日本の電波科学研究
の発展並びにURSI日本の歩みー」（R4.11.12）

電気電子工学委員会URSI分科会【日本学術会議講堂（ハイブリッド開催）】

16



13

４. 公開シンポジウム開催

「物理学のアプローチが開く世界とその展開」（R4.11.20）
物理学委員会【日本学術会議講堂（ハイブリッド開催）】

「SDGsと結晶学」（R4.11.27）
化学委員会・物理学委員会合同結晶学分科会、化学委員会IUCr分科会
【関西学院大学西宮上ケ原キャンパスB号館】

「なぜSDGs？～資源・材料循環におけるSDGsとカーボンニュートラル～」
（R4.11.18）

材料工学委員会・環境学委員会・総合工学委員会合同SDGsのための資
源・材料の循環使用検討分科会
【東京大学生産研究所An棟２階コンベンションホール（ハイブリッド開催）】

14

５. 理学・工学系学協会連絡協議会

令和４年３月24日 10:00～12:00 WEB開催

理学・工学系学協会連絡協議会(82学協会）
日本学術会議第三部役員会のもとに、理学・
工学系の学協会との連携を強め、双方の活
動をさらに発展させるために、科学・技術、学
協会、日本学術会議等に関わる課題につい
て意見交換する場として設置。多くの学協会
に共通する課題(新公益法人制度、学術論文
誌の出版、若手・人材育成、財政等)、科学・
技術全般に跨る課題、学協会から日本学術
会議への意見・要望等について、情報交換・
意見交換を行ってきた 。

第１回 平成22年４月23日（金）13:30～15:30
第２回 平成23年７月29日（金）13:30～15:30
第３回 平成24年５月18日（金）14:00～16:00
第４回 平成25年２月22日（金）10:00～12:00
第５回 平成26年６月25日（水）13:30～15:00
第６回 平成28年６月24日（金）10:00～12:00
第７回 平成29年８月31日（木）10:00～12:00
第８回 平成30年３月30日（金）10:00～12:00
第９回 平成31年３月28日（木）10:00～12:00
第10回 令和２年８月26日（水）10:00～12:00
第11回 令和２年10月30日（金）13:00～15:20
第12回 令和３年６月24日（木）10:00～12:00
第13回 令和４年３月24日（木）10:00～12:00

〇「日本学術会議のより良い役割発揮に向けて」、「日本学術会議と国内の学協会連合等との連携に
関する調査報告書」について説明

〇カーボンニュートラルに関する連絡会議、持続可能な発展のための国際基礎科学年2022連絡会議に
ついて説明

〇参加した学協会と次の事項について意見交換を実施
カーボンニュートラル、研究力強化等
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Binyam Sisey Mendisu (Vice President of INGSA and GYA alumni, Ethiopia), 
Tateo Arimoto (GRIPS Japan and INGSA Board Member), Reiko Kuroda (Board member, 
INGSA-Asia), Yuval Vurgan (Knesset Research and Information Center), Mitsunobu Kano 
(Dean of Pharmacy Department, Okayama University), and Markus Prutsch (GYA 
member; European Parliament, Belgium)

Challenges:
• Misinformation through social media
• Science advice can be used with the wrong motive for 

political gain or for money making business.
• Scientists are not specialists in communication.
• The risk of using simpler language is, some information may 

lost.
• Sometimes maybe most of the time we don't have a clear 

answer for policymakers.

Opportunities:
• bring the community members in the scientific discussion to 

make the implementation better
• Global collaboration is really important: the ‘Global Young 

Academy’ as a platform of improving science advice.
• Japan is starting to open grants and this could be a slow but 

steady solution. 

•

• Lessons learned/ Best Practices of Fukuoka Projects
• Sometimes it is a challenge during dealing with Citizen Science .

• How to achieve mutual trust among citizen scientists and the society?
• There should be a common language to understand the issues of discussion
• Accessible and understandable information are needed

• What should we do that is harmonious for us? How we can identify citizen science is 
reflecting?

• General public need to know the limitation of science what is uncertain, what is 
unknown. So that, they can understand the process of science. Reading scientific
paper is a good way. 

• Professional researcher doing scientific research. Their communication,
connection to community is needed. 

• How scientists should approach civil society?
• To start interdisciplinary discussion. People should know about stakeholders. 

Communication between stakeholders are needed. Science communicator can be 
helpful. Effective facilitation mechanism is needed. We need funding mechanism. 
We need to explore how to tackle social problems with the community . 
Empowerment of the civil society is important. 
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2022 3
Science, technology and society for SDGs

SDG

2022 9 77

”Young and Global – A perspective on today s 
challenges in science“
2022 10 EU-Japan Science Policy Forum ( )
New Approaches to Research and Innovation
in a Changing World

2022 11
(IAP )

Science Advice by Young Academies on Critical Issues: Why does 
it matter?

Worldwide meeting of Young Academies session 2
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THEMATIC SESSION III/A ECOSYSTEM TO ENHANCE 
GLOBAL PUBLIC GOOD WITH SCIENCE: DISTRIBUTIVE 
JUSTICE AND WELL-BEING AS KEY CONCEPTS
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